
伊勢崎市議会 伊勢崎クラブ

４年目の振り返り

〜 定方ひろみつ プロフィール 〜 税理士・４９歳
平成 元年 佐波郡東村立東小学校卒業
平成 ４年 佐波郡東村立東中学校卒業
平成 ７年 群馬県立伊勢崎東高校卒業
平成１１年 東京経済大学卒業
平成１４年 聖学院大学大学院修了
平成１６年 上武大学大学院修了

平素より格別のご配慮を賜り、心より厚く御礼申し上げます。
市議会議員の活動も、早いもので４年目となりました。
日頃の皆さまからのお声を市政に反映すべく、一般質問を行い、また委員会活動
においても課題解決に向けて取り組んでまいりました。
伊勢崎市に住んで良かったと思って頂けるように、皆さま方のご意見ご要望を

しっかりお聞きし、安心で安全な住みやすいまちづくりに、全力で取り組んで参
る所存です。
今後とも皆様のご指導ご鞭撻を賜りますよう、どうぞ宜しくお願い致します。

平成３０年１１月～現在 株式会社定方経営 代表取締役
平成３０年１１月～現在 定方宏允税理士事務所 所長

令和４年５月～現在 伊勢崎市議会議員
令和４年５月～令和６年５月 経済市民委員会副委員長
令和６年５月～令和７年５月 建設水道委員会副委員長
令和７年５月～現在 建設水道委員会委員長
令和７年５月～現在 少子高齢対策特別委員会副委員長

令和7年4月17日
豊洲市場視察研修

令和７年７月６日
福島県須賀川市民交流センター

視察研修
令和7年7月6日
栃木県那須塩原市
図書館視察研修

令和7年10月9～10日
第87回全国都市問題会議

栃木県宇都宮市

令和7年10月8日
福島県福島市視察研修

令和7年6月29日
『田下水と緑の会』の地域環境整備事業



一般質問に２回登壇

令和７年６月定例会

令和７年９月定例会

１，学校における避難訓練について

２，さざんか児童館について

３，街路樹管理及び歩道の除草について

◆学校における避難訓練について
今後どのような視点を持って避難訓練の改善を図って

いくのか？
本市の全小中学校では、現状の避難訓練に加え、災害時に子供たちが
自分自身で考え行動できるようにするために、年間最低１回の予告な
しでの避難訓練を実施しています。訓練後には自らの行動を振り返る
学習の時間を設け反省点を話し合うなど、自律的に行動する態度を身
につけさせるための取組を推進しています。また、防災教育の一環と
して、起震車や防災ＶＲを通した体験的な学習を行う中で、災害時に
判断に迷う場面を想定し、自身の行動を考えさせる授業実践を行いま
した。さらに、学校だより等を通じて保護者にも情報提供し、家庭で
の防災意識の醸成にもつなげていきます。

◆さざんか児童館について
◆市の計画の中での位置づけや放課後児童クラブの運営
に関する考えは？

さざんか児童館は、伊勢崎市子育て関連施設個別施設計画において令
和11年度までに大規模改修を行い、その後20年が経過する間に再度
大規模改修を実施し、長寿命化を図ることとしています。また、本市
における放課後児童健全育成事業は、さざんか児童館を含めた公設11
施設と民設60施設で実施しており、民間事業者と連携を図り、待機児
童を発生させないことを主眼に置き、定員は民設クラブを中心に調整
を図りながら事業を推進していきます。

１，妊産婦への支援について

２，フリースクールへの支援について

３，シニアカーについて

◆妊産婦への支援について
陣痛タクシー利用者助成金の導入の考えは？

陣痛時の状態に応じて利用可能なタクシー会社の情報を提供してい
ます。タクシー料金の助成は、妊婦やその家族が安心して出産を迎
える一助となると認識しており、先進自治体や近隣自治体の状況を
踏まえ調査研究を進めていきます。

オンライン相談サービスの導入の考えは？

また、妊産婦への支援について今後の考えは？

パソコンやスマートフォンなどで自宅から相談ができることで、
移動負担の軽減や限られた時間を柔軟に活用できるなどのメリッ
トがあると認識しています。今後は先進自治体の状況を参考に調
査研究していきます。また、今後の支援は、妊産婦の健康診査な
ど従来の取組をより充実させるとともに、新たな取組についても、
積極的に研究を進め、安心して出産を迎えられる支援に取り組ん
でいきます。


